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ロータリークラブって何をやっているの？

富田林ロータリークラブ　　TEL ： 0721-26-0133

第13号

ロータリーとは、世界中の事業および専門職務従事者からなる国際的組織で、人道
的奉仕活動を行い、あらゆる職業における高い道徳的水準を奨励し、世界中で親
善や平和を築くために助力している組織です。
富田林ロータリークラブは１９６２年（昭和３７年）６月６日に創立され、今年で
５４年目を迎えます。富田林市・河南町・千早赤坂村を中心に地域に根ざした奉仕
活動と会員相互の親睦活動を行う非営利団体で、現在３８名の会員がいます。
当クラブは「富田林ローターアクトクラブ」「初芝富田林インターアクトクラブ」を提
唱・支援し、「富田林ロータリークラブ旗争奪少年軟式野球大会」「富田林ロータリ
ークラブカップ中学生サッカー大会」「親善バレーボール大会」等を後援しておりま
す。また南河内の早春の風物詩でもある「石川大清掃」の折には、参加者を労うた
めにコーヒーやホットカルピス、ホットココアなどを提供しております。事務所は富
田林市民会館にあり、例会は毎週木曜日の１２時半～１時半に行っております。

引きこもりの人たちの支援を中心にした活動

NPO 法人子ども ・ 若もの支援ネットワークおおさか　TEL ： 0721-55-2959

NPO法人子ども・若もの支援ネットおおさかは、主に引きこもりの人たちの支援を中心にし
た5年間の地道な活動を経て、2010年2月に設立。現在は、放課後等ディサービス「わくわく
クラブ」、就労継続支援B型事業所「なの花」、また、富田林西口駅近くのビルの一室に事務
所を設け、南河内若者サポートステーション事業等を行っています。
その中の、就労継続支援B型事業所「なの花」は、2013年8月富田林の西板持で開所しまし
た。住宅街の中にある、民家の小さな一軒家で、人づきあいが苦手なの人たちや、引きこも
りの経験のある人達の作業所として開設し、作業内容は、畑作業、生産した作物の出荷販売
作業、PC作業、軽作業（内職）、創作作業などの活動をしています。そこは、家から一歩外へ
出て、自分らしく居られる場所、またいろんな作業、行事を通し就労につながる支援をも視
野に入れた丁寧な取り組みを行っています。畑は2.5反あります。有機肥料を使い人に自然
にやさしい野菜作りを目指してます。PC作業では、名刺やチラシ作りから始まり、今では地
域の支援学校2校のPTAだよりや、町会の広報誌などもいただいています。PCを覚えたい方
などには、それぞれの段階に応じて学習も進めています。
創作作業班では、羊毛フェルトや革細工、水彩画や、パステルアート、最近人気のレジンア
ートなど、利用者さんの個性豊かな作品が揃い、今年に入って販売も始めました。「なの花」
は、これからも一人一人の個性を大切にしながら、お互いを認めあい、頼り頼られ、目標に
向かって一歩づつ歩んでいきたいと思っています
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高井さん
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いつも便利で助かってま～す！！私達は毎年秋の市文化祭には謡曲大会を開いていますが、

その準備の会議などには支援センターさんにお願いして、よくすばるホールさんを使わせて

頂いています。他にもコピー機を使わせて頂いておりいつも感謝・感謝です。

文化祭ではパワーポイントを使った発表資料作成もお手伝い頂きましたよ！

この一年の飛躍した活躍っぷりは、支援センターあってこそ！！なので、本当に

感謝しています。特に「助成金」や「交流会」など、団体運営において、様々な

おトク情報を頂き、いくつか申請した結果、みごと採用されました。資金面での

悩みも軽減され、また交流会などで他の登録団体さんとのコラボ（協働）が生ま

れ、より幅広い活動が行えるようになりました。

「市民公益支援」少し難しそうな言葉の響きがある中で、地域の住民達が

共に助け合う社会を構築し、協働しながら、活力あるまちづくりを進める

ための支援をお願いすることの大切さ。私達は町内会活動を通じて市民主

体の「自分達のまちは自分達で守る」をモットーに日々活動しています。

団体同士の出会いや交流、協働の機会も生まれ、活動の活性化につな
がっています！また、サポとん通信編集会議にも参加させていただき
、活動の活性化につながっています。今年4月からは、ネットワーク
ステーションのひとつとして花唐草を利用して頂けるようになりまし
た。ぜひ一度お越し下さい。

登録団体の声を集めました。あなたも登録してみませんか？登録団体の声を集めました。あなたも登録してみませんか？
富田林市市民公益活動支援センター富田林市市民公益活動支援センター

西尾さん（藤沢台七丁目町内会）

子育てに優しい街、そして、地域に暮らす一人一人が地域の宝物とし

て、繋がり、支え、助け合うことのできる「共助」の街に！との想い

を抱いていた時に「ＮＰＯを作れば」と背中を押し、手を引いてくれ

たのが、支援センターです。登録団体になり、ネットワークステーシ

ョンで交流会なども定期的に開く事ができ、とてもありがたいです。

「きんきうぇぶ」が手を挙げて支援センターを引き継いだことで官から民に180
度変わり、団体間の交流が図れる運営で官の影が見えず、担当者が我々と同じ
目線で相談に乗って頂けるのが助かります。また物品の貸し出しも気軽に応じ
ていただき、アンプ付ワイヤレスマイクとスピーカーを借りて10月4日の防災訓
練を今迄以上に会場を盛り上げることができるのでは？！と期待しています。

支援センターに感謝！！平成２４年４月、楽しく、面白く、格好よく社会貢

献できる次世代者と近隣の大学生が集まり「のーまらいずteam sympathy」が

立ち上がった。翌年、市民公益活動センターに登録させて頂き、色んな活動

団体と繋がることが出来た。ひろとんにも参加させて頂き、「市民」と「志

民」を「つなぐ」支援センターの役割が重要であると改めて認識しました。

松尾さん（NPO法人のーまらいず）
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市民公益活動支援センターからのお知らせ

●平成 27 年度「元気シニア応援団体に対する助成活動」
締切日：10 月31日（土）
連絡先：生命保険協会「元気シニア応援活動」事務局　
対象：日本国内において、構成員だけでなく地域の高齢者を対象と
した健康管理・増進、自立支援、生きがいづくり等の活動

助成金情報

お知らせ
ＰＬ病院、富田林病院、富田林モータースクールの3ヶ所に、
富田林市市民公益活動支援センタ―のチラシラックがあります。
登録団体のチラシ等を設置いたしますので、
支援センターまでお気軽にお持ちくださいネ。
毎月１０日までにお願いします。

団体案内や講座やセミナーのチラシなどの設置がOKです。
「仲間募集！」のチラシもOK！ですよ(^_-)-☆

掲載ご希望申込要項
☆次号は11月です。11月12月のイベント掲載ご希望は
 info@tondabayashi.org  支援センターまで！　〆切は10月20日です。

イ ベ ン トガ イ ド
ハンドメイドの雑貨１５ブースとワークショップも3ブース参加
是非みなさま遊びに来てください。とんだばやしハロウィンも同時開催！
・日時：10 月24日 ( 土 ) 10:00 ～ 18:00
・場所：エコールロゼ１Ｆアトリウムひろば
・問合せ：ザッカフェ実行委員会　0721-26-7878( 平日17：00まで）

●ザッカフェ Vol.15☆ハロウインパーティ

共に考えよう！まちの未来
～「あつく語る 新たな まちづくり」多田市長
・日時：11/29（日）13：30～15：30
・場所：金剛公民館
・問合せ：金剛まちネット　0721-28-1861　

●第 1回市民が共に考えるフォーラム

小学生を対象に、親子でタブレットを使ったオリジナルゲームの作成を体験します。
簡単なプログラミングを体験することで表現力・想像力を育みます。
・日時：11/15（日）13：00～14：30　・場所：NPO法人きんきうぇぶ　・参加費：1300円
・問合せ：NPO法人きんきうぇぶ　0721-29-0019　

●親子でプログラミング体験

●ゴスペルワークショップ参加者募集！

年間 20 か所以上のイベント出演や施設訪問を行っ
ているボランティアゴスペルグループ「HRV はっぴ
いクワイヤ」が今年もライブ出演のためのワーク
ショップを行います。
・日時：10/10 ～ 12/19（土）月2 回　全 10 回
①13：30 ～②15：00 ～
・場所：主に金剛公民館
・参加費：3000 円（教材費）500 円／日
・問合せ： HumanRightsVoies~ はっぴいクワイヤ
　　　　　　　　　　　　0721-29-8253（上田）

今年度、新たに５つの事業が富田林市元気なまちづくりモデル事業として採択されました。
そのひとつ、「ALL東板持創生「生き活きタウン」事業（ALL東板持）」は、同じ地域の住民同士が協力して無料の高
齢者送迎サービスを行うことで高齢者にやさしいまちを実現し、また、フラワー園や地域の合同運動会などを実施すること
で、地域や世代を超えて絆を深め、東板持に住み続けたいと思えるまちを目指す事業です。
今後、平成29年度までの3ヶ年度に渡り、地域住民の方々が地域の課題解決や活性化に向けて自主的に事業実施されます。
モデル事業が実施される地域にお住いの方は、積極的に参加してみてはいかがでしょうか？

富田林市元気なまちづくりモデル事業対象事業

第６回南河内市民公益活動団体・市民交流会～
      　　　　　　　　　  「語ろうよ！安心して逝けるまちづくり　南河内のつどい」

2007年、団塊の世代に属する市民の地域社会参加促進を目的として、大阪府・大阪狭山市・河内長野市・富田林市、そこで活動する市民
公益活動団体および中間支援組織が連携して「南河内シニア・団塊まつり」を開催しました。その後、ひきつづき、地域の中で築いてき
た関係者間の信頼関係をさらに深めるとともに、自治体の境界線を越えて存在する課題を探ることを目的として、以下のイベントを開催
してきました。　
●「きかせてよ！あなたの思い、南河内」（2009年）　●「つくろうよ！みんなのつながり、南河内」（2010年）
●「学ぼうよ！これからの「公共」」（2011年）　　　　●「伝えてよ！あなたの活動、南河内の集い（プレゼンテーション能力向上講座）」（2012年）
●「つなごうよ！あなたの活動と防災、南河内の集い」（2014年）

あずみなは、子育てしやすい環境作りや、地域の繋がり作りを通して、
年齢・性別関係なく、一人一人が地域の宝物として、つながり、支え、
助け合うことのできる 『共助のまち』を目指して活動しています！

「子育ても一段落、これから何を始めよう ?」
「歳を重ねても安心して暮らせる街だといいな」
「地域でもっと繋がりができたらいいよね♪」
「自分にできる事で誰かのお役立てるの？」
そんなあなた♪ 私達と一緒に楽しく活動しませんか？

◆フリートーク☆日常生活で、こんな助けがあったらいいな♪
・日時 ：10/20（火）10：30 ～ 12：00
・場所 ：エコールロゼ４階・ロゼサロン
・問合せ：NPO あずみな　0721-40-0288
※参加無料【キッズコーナーあり】
※希望者の方ランチ会にも参加ください♪〈要実費〉

●NPO あずみな」 メンバー募集中！＆イベントのお知らせ

やりたいことを実現する一歩として助成金を知りたい！
助成金申請がなかなか通らない。。。
そもそも助成金って？？

巨大地震に備えて！巨大地震に備えて！

明日起こる！？明日起こる！？

富田林は大丈夫！？
富田林は大丈夫！？

ALL東板持創生「生き活きタウン」事業（ALL東板持）

「ALL東板持」は、3町会4自治会やNPO法人が中心となり、地域の交流を目的に結成されました。中でも、NPO法人東板持
は、柳生会のデイサービスを譲り受け、名称も新たにデイサービスほのぼの来楽部として「行けば元気！笑顔を皆さまと
一緒に！」を合言葉にスタートしました。日中は個々に合せた運動・学習療法の実施、また季節を感じられるプログラムも楽
しんで頂けます。
「ALL東板持」が一体となり、地域で繰り広げられる、夏祭り、運動会のイベントは、子どもからお年寄りまで楽しむことができ、
特に今年の夏は「ひまわり迷路」が大人気！秋には「コスモス畑」が地域の活性化に一役
買いそうです。地道な活動を、未来の子どもたちに繋げて行きたいと、スタッフの皆さんは
話して下さいました。
また、東板持地区は坂道が多く、高齢者は外出が大変！そこで活躍するのが、ALL東板持
シニアおつかい便！病院、買い物、駅への送迎が無料で利用できます。
600世帯2000人が、生き活き、将来的には学童支援も視野に「子どもが元気で大人が
見守るまちづくり」を目指しています。

「南河内のつどい」世話人会

●日時：11/29（日）10：00～16：00（受付：9：30）
●場所：大阪大谷大学（富田林市錦織北3-11-1）＊駐車場はありません。
　午前の部（1号館１階108教室）DVD上映：「孤立死」（気づいてもらえない死）
　　　　　パネルディスカッション：孤立死と市民活動
　午後の部（1号館1階112～115教室）
　　第1分科会：私の逝き方－当時者として、どんな逝き方をめざすのか
　　第2分科会：家族の送り方―家族として、大切な人をどう送るか
　　第3分科会：地域の支え方(1)ー孤立死する本人や家族をどう支えるか
　　第４分科会：地域の支え方(2)―自死をどう防ぐか、自死にどう向き合うのか
●参加費：無料

「伝わる助成金申請書の書き方」セミナーまちづくりの側面から防災を考える！地域の防災力を高めるために！

～「南河内のつどい」とは～

大切なものを守る鍵は何かという
ことを「まちづくり」の側面から学び
ます。今すぐ取り組める備えを中心
に地域・家庭できる防災対策を紐解きます。 自治会、NPOなど地域活動で助成金を申請し、財源確保や支援に

つながる企画力のポイントを基礎から応用まで学んでみませんか。日時：10/14（水）19:00～20：30
参加費：無料
会場：市民公益活動支援センター
定員：20名
講師：防災クリエイティブマネージメント　
　　　　　　　　岡本裕紀子氏

日時：11/26（木）①16：00～17：30（基礎編）
　　　　　　　②19：00～20：30（応用編）※どちらか一方でも可
参加費：無料
会場：市民公益活動支援センター
定員：20名
講師：NPO組織基盤強化コンサルタント　
　　　　　「office musubime」河合将生氏


